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原
発
の
な
い
、
平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
将

来
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
選
挙
結
果
に
萎
え
る
こ

と
な
く
、
ま
す
ま
す
闘
志
を

燃
や
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。
政
治
を
変
え
る
の
は
私

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
だ

け
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
１２

月
１６

日
投
票
の

総
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝

し
、
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発

足
し
ま
し
た
。
国
防
軍
、
集

団
的
自
衛
権
、
憲
法
９
条
改

定
な
ど
を
唱
え
る
安
倍
首
相

が
、
日
本
を
危
険
な
方
向
に

持
っ
て
い
く
こ
と
を
何
と
し

て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
安
倍
内
閣
は
、
「
２

０
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
ゼ

ロ
を
目
指
す
」
と
決
め
た
革

新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦

略
を
見
直
す
と
表
明
し
て
い

ま
す
。
悲
惨
な
福
島
原
発
事

故
を
経
験
し
、
多
く
の
国
民

が
脱
原
発
を
支
持
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
を

さ
ら
に
続
け
よ
う
と
す
る
の

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
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毎
週
金
曜
日
は
脱
原
発
デ
モ

東
京
の
官
邸
包
囲
デ
モ
に
呼
応
し
て

全
国
１００
ヶ
所
以
上
で
デ
モ
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
米
子
で
も
７
月
か
ら
続
け
ら
れ

て
お
り
、
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
か
ら
、

文
化
ホ
ー
ル
前
か
ら
中
国
電
力
米
子
営
業

所
前
ま
で
歩
き
ま
す
。
思
い
思
い
の
プ
ラ

カ
ー
ド
、
鳴
り
物
、
か
ぶ
り
物
な
ど
で
毎

回
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
お
試
し
参

加
、
途
中
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

る
。
ド
イ
ツ
に
で
き
て
何
故
日
本
に

で
き
な
い
の
か
。
ド
イ
ツ
で
は
、

２
０
２
２
年
ま
で
に
原
発
を
ゼ
ロ

に
す
る
方
針
を
確
定
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
を
２
０

５
０
年
に
８０
％
に
設
定
し
、
推
進

し
て
い
る
。
要
は
、
政
策
選
択
の

問
題
で
あ
る
。

こ
の
夏
、
大
飯
原
発
が
な
く
て

も
大
丈
夫
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
省
エ
ネ
と
節
電
を

進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
て
い
け
ば
、
原
発
を
再
稼

働
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
シ
ナ

リ
オ
は
民
間
研
究
機
関
な
ど
が
発

表
し
て
い
る
。
福
島
原
発
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
日
本
と
し

て
、
国
を
挙
げ
て
脱
原
発
を
実
現

す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
動

員
す
べ
き
で
あ
る
。

使
用
済
み
燃
料
の
処
理
も
全
く

展
望
が
な
い
。
六
ヶ
所
村
再
処
理

工
場
の
貯
蔵
プ
ー
ル
は
９０
％
以
上

が
使
用
済
み
燃
料
で
埋
ま
り
、
各

原
発
も
７０

％
近
く
埋
ま
っ
て
い

る
。
原
発
の
即
時
停
止
は
無
責
任

だ
と
い
う
が
、
廃
棄
物
を
処
理
で

き
な
い
ま
ま
運
転
を
続
け
る
こ
と

の
方
が
全
く
無
責
任
だ
。

陳
情
２
件
は
採
択
が
当
然
で
あ

り
、
全
議
員
が
賢
明
な
判
断
を
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
、

「
市
は
危
険
な
状
態
の
改
善
に
つ

い
て
指
導
、
勧
告
、
命
令
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
、
「
命
令
に
係
る

措
置
を
と
ら
な
い
と
き
は
、
市
が

必
要
な
措
置
を
し
、
そ
の
費
用
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
市
に
権
限
が
な
か

っ
た
の
で
指
導
す
る
だ
け
で
し
た

が
、
今
後
は
強
制
執
行
が
で
き
る

の
で
、
危
険
家
屋
が
い
つ
ま
で
も

放
置
さ
れ
る
と
い
う
状
態
は
改
善

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

米
子
市
内
に
は
今
に
も
崩
れ
そ

う
な
危
険
家
屋
が
多
く
あ
り
、
市

民
の
安
全
面
、
衛
生
面
、
さ
ら
に

は
景
観
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
私
も
こ
れ
ま
で
議
会

で
何
度
か
取
り
上
げ
、
条
例
を
制

定
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
を
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
や
っ
と
１２
月
議

会
に
「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
」
が
提
出
さ
れ
、
議
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

条
例
骨
子
は
、「
所
有
者
は
、

空
き
家
等
が
危
険
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
適
正
に
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
「
市
は
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。
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新

し

い

年

を

迎

え

て

国は、島根原発３号機は「新設ではない」として稼働させ

ることを明言しています。１、２号機は、現在、広島高裁松

江支部にて運転差し止め訴訟が続いていますが、３号機に関

しては訴訟はなされていません。このまま進んでいけば３号

機は稼働してしまいます。たとえ、４０年運転が目の前に迫

る１号機が廃炉になったとしても、３号機が稼働すれば、あ

と４０年間も私たちの目の前で動き続けることになります。

このような危険なものを、これ以上、未来に残していくこと

はできません。

そこで、３号機の運転を止めるための裁判を開始すること

にしました。参加費１万円、年会費３千円でどなたでも原告

になれます。多くの弁護士が協力してくださいます。ぜひ原

告になってください。

申し込み・問い合わせは中川健作まで（０９０‐１３５９‐３０４９）。

島根原発 3 号機訴訟の原告募集中！

「
市
議
会
か
わ
ら
ば
ん
」

は
、
中
川
健
作(

無
所
属
市
民

派)

の
議
会
報
告
で
す
。
年
４

回
、
定
例
市
議
会
（
３
、
６
、

９
、
１２
月
）
終
了
後
に
発
行

し
て
い
ま
す
。

毎
号
ご
希
望
の
方
に
は

無
料
で
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
ま

た
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意

見
、
市
政
へ
の
提
言
等
お
寄

せ
下
さ
い
。
出
前
市
政
報
告

会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
少
人

数
で
も
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

危
険
家
屋
対
策
、
や
っ
と
進
展

陳
情
第
70
号
・
71
号

採
択
を
求
め
る
討
論(

要
旨)

福
島
で
は
、
今
な
お
多
く
の
方

が
放
射
能
か
ら
避
難
し
て
仮
設
住

宅
な
ど
で
寒
い
２
度
目
の
冬
を
迎

え
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
を
す
る

こ
と
も
で
き
ず
に
、
内
部
被
曝
の

恐
怖
の
中
で
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
も
、
そ
れ
以
上
に
い

る
。原

発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
特
別

委
員
会
の
審
査
で
、
原
発
を
止
め

れ
ば
経
済
に
悪
影
響
が
出
る
、
企

業
の
国
外
流
出
が
進
む
、
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
が
、
い
の
ち
や
安

全
な
暮
ら
し
よ
り
お
金
の
方
が
大

事
な
の
か
。
ま
た
、
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
不
透
明
で
あ
り
現
実

的
で
な
い
、
な
ど
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
実
践
し
て
い

会 派 氏 名 ① ② ③ 会 派 氏 名 ① ② ③ 会 派 氏 名 ① ② ③

蒼 生会 岩崎 康朗 × × × 公明党 安田 篤 × × × 一院クラブ 遠藤 通 × × ×

〃 尾沢 三夫 × × × よなご会議 国頭 靖 × ○ ○ 市民派 中川 健作 ○ ○ ○

〃 野坂 道明 × × × 〃 小林 重喜 × ○ ○ 信 藤尾 信之 × ○ ×

〃 松田 正 × × × 〃 矢倉 強 × ○ ○ 仁 中田 利幸 × × ×

〃 湯浅 敏雄 × × × 〃 伊藤ひろえ × ○ ○ ムスカリ 門脇 邦子 × ○ ○

〃 渡辺 穣爾 × × × 〃 稲田 清 × ○ ○ コモンズ 杉谷第士郎 × × ×

〃 渡辺 照夫 × × × 〃 西川 章三 × ○ ○ 虹 山川 智帆 × ○ ×

公明党 笠谷 悦子 × × × 共産 党 岡村 英治 ○ ○ ○ 新政会 松井 義夫

〃 原 紀子 × × × 〃 松本 松子 ○ ○ ○

〃 安木 達哉 × × × 〃 石橋 佳枝 ○ ○ ○

議 長

賛否が分かれた主な議案･陳情に対する全議員の賛否一覧(12月議会)

②陳情第70号・原子力から再生可能な自然エネルギーへのエネルギー源の転換を求める陳情書(13：14で不採択

③陳情第71号・島根原発１号機・２号機の再稼働反対と3号機の建設凍結を求める陳情書（11：16で不採択）

①陳情第68号・年金2.5％削減中止を求める意見書の陳情（4：23で不採択）



◆中川健作の「FAX・メール通信」を随時発行しています。勉強会・講演会などの案内もしています。送信をご希望される方は、０８５９－２３－０２６８（FAX）か、nakagawa@sanmedia.or.jp にお申し込み下さい。

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
今
の
計
画

は
島
根
県
等
と
も
連
携
し
て
い
る

の
で
、
米
子
市
だ
け
が
や
る
こ
と

は
不
可
能
。
県
か
ら
そ
う
い
う
声

が
出
れ
ば
、
米
子
市
と
し
て
も
そ

れ
に
対
応
し
て
や
っ
て
い
く
。

（
問
）
福
島
で
は
１
年
９
ヶ
月
経

つ
今
な
お
、
原
発
事
故
か
ら
の
避

難
者
は
県
内
外
で
１６
万
人
と
言

わ
れ
て
い
る
。
福
島
の
実
態
に
踏

ま
え
れ
ば
、
長
期
避
難
に
伴
う
住

宅
対
策
、
生
活
支
援
な
ど
も
避
難

計
画
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
答
弁
）
福
島
の
実
態
を
踏
ま
え

れ
ば
、
長
期
的
な
生
活
支
援
計
画

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
で
は
、

不
断
の
見
直
し
を
行
い
継
続
的
な

改
訂
を
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ

か
ら
の
相
談
を
き
っ
か
け
に
、
平

成
２２
年
度
に
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
県
立
公
共
施
設
で

の
掲
示
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
も

必
要
な
広
報
に
取
り
組
み
た
い
。

（
教
育
長
）
１
月
１８
日
に
養
護
教

員
の
研
修
を
行
う
の
で
、
そ
こ
で

早
速
に
取
り
上
げ
た
い
。

（
問
）
中
学
校
給
食
食
器
選
定
の

検
討
状
況
は
？

（
教
育
長
）
学
校
給
食
運
営
委
員

会
で
検
討
し
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー

ト
）
食
器
が
適
当
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
。
こ
の
意
見
も
参
考
に
教

育
委
員
会
で
決
定
す
る
。

（
要
望
）
徳
島
市
は
、
ア
ル
マ
イ

ト
食
器
か
ら
の
切
り
替
え
に
あ

た
っ
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ
樹
脂
製
も
検
討

し
て
い
た
が
、
安
全
性
な
ど
の
面

か
ら
強
化
磁
器
を
選
択
。「
当
時
、

合
成
樹
脂
の
環
境
ホ
ル
モ
ン
問

題
が
あ
っ
た
。
同
じ
合
成
樹
脂
な

の
で
、
い
ず
れ
出
な
い
と
は
言
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
安
全
性
を

考
え
て
強
化
磁
器
を
選
択
し
た
」

と
の
こ
と
。
食
品
安
全
委
員
会
の

資
料
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
か

ら
は
微
量
で
あ
っ
て
も
化
学
物

質
が
溶
出
す
る
。
化
学
物
質
は
可

能
な
限
り
避
け
る
と
い
う
観
点

で
、
強
化
磁
器
食
器
を
採
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

件
と
も
本
市
の
方
で
あ
っ
た
。
化

学
物
質
過
敏
は
、
発
症
す
る
症
状

だ
け
で
は
判
断
が
難
し
く
、
他
の

病
名
で
の
診
断
を
受
け
治
療
を

続
け
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
病

気
だ
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
近

隣
に
専
門
外
来
も
な
く
、
患
者
の

実
態
把
握
は
困
難
な
状
況
。

（
教
育
長
）
現
在
、
２
名
の
児
童

生
徒
が
化
学
物
質
過
敏
症
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
対
応
し

て
い
る

（
問
）
患
者
さ
ん
た
ち
は
「
ま
ず

病
気
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て

ほ
し
い
、
そ
し
て
、
周
り
の
方
が

具
合
の
悪
く
な
ら
な
い
も
の
を

使
う
よ
う
に
配
慮
し
て
く
れ
た

ら
生
き
や
す
く
な
れ
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
病
気
に
対
す
る
認
識

と
、
化
学
物
質
、
電
磁
波
を
で
き

る
だ
け
避
け
る
こ
と
の
啓
発
が

ま
ず
必
要
と
考
え
る
。

（
部
長
）
鳥
取
県
で
は
患
者
さ
ん

多
く
あ
り
、
子
ど
も
も
含
め
て
住

ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
内
部
被
曝
も

深
刻
で
あ
り
、
将
来
ど
の
よ
う
な

健
康
被
害
が
出
る
か
心
配
さ
れ

て
い
る
。
３０
㎞
以
遠
の
被
曝
量

予
測
を
住
民
に
情
報
公
開
し
た

上
で
防
災
計
画
、
避
難
計
画
を
作

る
こ
と
が
必
要
。
３０
㎞
以
遠
の

放
射
能
拡
散
予
測
は
し
な
い
の

か
。

（
答
弁
）
現
時
点
で
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
ラ

イ
ン
内
米
子
市
民
３
万
８
千
人

の
避
難
計
画
を
策
定
す
る
予
定

に
し
て
い
る
。
万
が
一
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

外
の
避
難
の
必
要
が
及
ん
だ
時

に
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
避
難
計
画

を
実
態
に
合
わ
せ
て
運
用
し
た

い
。
３０
㎞
以
遠
の
拡
散
予
測
は

す
る
と
か
し
な
い
と
か
で
な
く
、

国
の
拡
散
予
測
結
果
で
し
か
推

し
量
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
県

と
連
携
し
、
国
が
行
う
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ
い
て
対

策
を
行
っ
て
い
く
。

（
問
）
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
環

境
総
合
研
究
所
」
が
３０
㎞
以
遠

も
含
め
た
拡
散
予
測
シ
ス
テ
ム

を
開
発
。
北
海
道
ニ
セ
コ
町
は
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
防
災

計
画
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
。
鳥

取
県
と
も
協
議
し
、
検
討
を
。

（
答
弁
）
拡
散
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
色
々
有
り
、
ど
れ
が
い

と
い
う
案
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

根
拠
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子

力
機
関
）
が
避
難
や
屋
内
退
避
を

始
め
る
レ
ベ
ル
と
し
て
い
る
１

千
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

と
い
う
値
。
平
常
時
の
約
２
万
倍

で
あ
り
、
１
時
間
で
平
常
時
の
一

般
人
の
年
間
被
曝
限
度
量
に
達

す
る
。
こ
の
よ
う
に
高
い
値
が
計

測
さ
れ
て
か
ら
避
難
が
開
始
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
い
被
曝
は

避
け
ら
れ
な
い
。

（
答
弁
）
今
後
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
検
討
で
避
難
の
線
量
基

準
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
提
案
な
ど
が
妥

当
な
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に

な
る
と
思
う
の
で
、
検
討
状
況
を

注
意
し
た
い
。

（
問
）
今
で
も
、
80
㎞
離
れ
た

福
島
市
や
郡
山
市
な
ど
で
は
５

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
の
放
射
線

管
理
区
域
以
上
の
汚
染
場
所
が

（
問
）
福
島
で
は
飯
舘
村
が
約

50
㎞
圏
ま
で
避
難
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
避
難
区
域
が
30

㎞
圏
で
は
不
十
分
。
滋
賀
県
は
独

自
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
国
が
原
発
事
故
に
備
え

て
避
難
体
制
の
整
備
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
な
ど
の
防
護
対
策

を
義
務
づ
け
る
＝
緊
急
時
防
護

措
置
区
域
の
略
称
）
を
４２
㎞
ま

で
拡
大
し
た
。

（
答
弁
）
１０
月
３１
日
に
原
子
力

規
制
委
員
会
が
決
定
し
た
原
子

力
災
害
対
策
指
針
で
、
正
式
に
Ｕ

Ｐ
Ｚ
が
概
ね
３０
㎞
に
定
め
ら
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
避
難
区
域
は

同
心
円
で
３０
㎞
に
含
ま
れ
る
自

治
会
単
位
の
ラ
イ
ン
に
し
た
。

（
問
）
国
は
、
７
日
間
で
100
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
と
ん
で
も
な

い
高
線
量
で
住
民
が
避
難
す
る

（
問
）
病
気
に
対
す
る
認
識
は
？

（
市
長
）
一
度
に
多
量
の
化
学
物

質
を
浴
び
た
り
、
少
量
で
も
長
期

に
わ
た
っ
て
浴
び
続
け
る
こ
と

で
拒
否
反
応
と
し
て
一
気
に
発

症
。
一
度
過
敏
状
態
に
な
る
と
、

そ
の
後
は
ご
く
微
量
の
化
学
物

質
に
も
強
い
拒
否
反
応
を
繰
り

返
し
、
重
症
に
な
る
と
日
用
品
の

ほ
と
ん
ど
が
使
え
ず
、
家
族
に
も

近
づ
け
な
く
な
り
、
電
磁
波
に
も

反
応
す
る
よ
う
に
な
る
と
家
電

製
品
も
使
え
な
く
な
る
等
の
大

変
厳
し
い
症
状
。
ま
た
、
頭
痛
・

め
ま
い
・
吐
き
気
等
々
症
状
の
現

れ
方
が
客
観
的
症
状
に
乏
し
く

周
り
の
人
に
理
解
さ
れ
に
く
い

面
が
あ
る
こ
と
で
患
者
の
精
神

的
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

（
問
）
米
子
市
に
お
け
る
患
者
の

実
態
把
握
は
？

（
部
長
）
鳥
取
県
が
化
学
物
質
過

敏
症
と
し
て
相
談
を
受
け
た
３

2013 年 1 月 (2)(3) 2013 年 1 月

避
難
計
画
が
出
来
上
が
っ
た
後

に
見
直
す
。

（
問
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
シ
ョ

ー
ラ
ム
原
発
は
、
避
難
計
画
を
州

知
事
が
承
認
し
な
か
っ
た
た
め
、

運
転
開
始
で
き
ず
に
８９
年
に
廃

炉
と
な
っ
た
。
日
本
で
も
住
民
の

全
員
避
難
が
保
障
で
き
な
い
原

発
は
廃
炉
に
す
べ
き
。
防
災
計

画
、
避
難
計
画
は
そ
れ
く
ら
い
重

要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
答
弁
）
再
稼
働
は
規
制
庁
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。
避
難
計
画
は

県
、
境
港
市
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の
避
難

計
画
を
作
り
、
策
定
後
は
実
効
性

を
向
上
す
べ
く
不
断
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。

広
島
県
三
次
市
で
生
産
さ
れ
た
生
シ
イ
タ
ケ
や
島
根
県
産
の
牛

肉
か
ら
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
福
島
原
発
事
故
に
伴
う
食

品
の
放
射
能
汚
染
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
米
子
市
で
は
、
消

費
者
庁
よ
り
機
器
の
貸
与
を
受
け
て
食
品
の
放
射
性
物
質
の
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

私
は
、
検
査
開
始
初
日
の
12
月
3
日
に
、
宮
城
県
女
川
町
か
ら

送
っ
て
も
ら
っ
た
サ
ン
マ
を
検
査
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

セ
シ
ウ
ム
134
不
検
出
（
検
出
限
界
値
8.23
ベ
ク
レ
ル
／
ｋｇ
）
、
セ
シ

ウ
ム
137
不
検
出
（
検
出
限
界
値
9.55
ベ
ク
レ
ル
／
ｋｇ
）
で
し
た
。
ま

た
、
念
の
為
に
南
部
町
で
収
穫
さ
れ
た
玄
米
も
年
末
に
測
定
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
セ
シ
ウ
ム
134
不
検
出
（
検
出
限
界
値
9.89
ベ

ク
レ
ル
／
ｋｇ
）
、
セ
シ
ウ
ム
137
不
検
出
（
検
出
限
界
値
8.51
ベ
ク
レ

ル
／
ｋｇ
）
で
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
影
響
で
、
北
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
る

ワ
イ
ン
な
ど
か
ら
今
で
も
時
々
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
シ
ウ
ム
137
の
半
減
期
は
30
年
な
の
で
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る

食
品
の
放
射
能
汚
染
は
今
後
長
期
に
及
び
ま
す
。
で
き
る
だ
け
放
射

能
を
避
け
る
た
め
に
、
米
子
市
の
無
料
検
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
対
象
者
）
米
子
市
民

（
対
象
品
目
）
自
家
消
費
食
品
。
検
査
に
必
要
な
量
は
１
リ
ッ
ト
ル

の
専
用
容
器
に
細
か
く
し
て
詰
め
込
む
量
。
約
１
ｋｇ

（
検
査
費
用
）
無
料

（
予
約
方
法
）
米
子
市
環
境
政
策
課
（
旧
庁
舎
１
階
）
の
窓
口
に
検

査
依
頼
書
を
提
出
。
一
人
に
つ
き
、
１
回
１
検
体
。
時
間
は
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
。

電
話

２
３
‐
５
２
５
７

（
試
料
持
込
場
所
）
米
子
市
内
浜
下

水
処
理
場
１
階
・
環
境
検
査
室
（
米

子
市
安
倍
300
番
地
）

（
結
果
の
通
知
）
依
頼
者
に
書
面
で
。

食
品
の
放
射
能
検
査(

無
料)

開
始

１２
月
議
会

各
個
質
問

島
根
原
発
住
民
避
難
計
画
・
防
災
計
画

避
難
区
域
30

ｋｍ
は
不
十
分

と
ん
で
も
な
い
避
難
基
準

３０

㎞
以
遠
の
放
射
線
量

予
測
は
？

長
期
避
難
計
画
が
必
要

完
全
な
避
難
計
画
な
し
に
再

稼
働
は
あ
り
得
な
い

化
学
物
質
過
敏
症
対
策
の
取
り
組
み
を
求
め
る

１０
月
１２
日
、
重
度
の
化
学
物
質
過
敏
症
患
者
さ
ん
を
取
り
上
げ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
い
の
ち
の
林
檎
」
上
映
会
を
行
い
、
６
百
名
近

く
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
上
映
実
行
委
員
会
に
は
重
度
の
患
者
さ

ん
も
参
加
さ
れ
、
周
り
が
病
気
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
環
境
を
少
し

で
も
改
善
し
、
生
活
で
き
な
い
患
者
さ
ん
た
ち
の
苦
悩
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
を
求

め
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員報酬会計報告 (2012年10～12月）

前月からの繰越 112,460

報酬（44万円×3ヶ月） 1,320,000

期末手当 924,000

所得税還付 110,308

合 計 2,466,768

所得税 187,200

国保料 166,500

かわらばん送料 93,830

かわらばん紙、インク等 74,373

資料代 6,600

活動費(事務所維持費等) 197,448

中川生活費(25万×3ヶ月＋一時金50万円） 1,250,000

次月繰越金 490,817

合 計 2,466,768

（収 入）

（支 出）

れ

て

い

る

の
で
、
現
時

点

で

は

Ｕ

Ｐ

Ｚ

内

の

住

民

を

い

か

に

効

率

よ

く

避

難

さ

せ

る

か

に

力

を

注

ぎ
、
そ
の
基

本
と
な
る



◆中川健作の「FAX・メール通信」を随時発行しています。勉強会・講演会などの案内もしています。送信をご希望される方は、０８５９－２３－０２６８（FAX）か、nakagawa@sanmedia.or.jp にお申し込み下さい。

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
今
の
計
画

は
島
根
県
等
と
も
連
携
し
て
い
る

の
で
、
米
子
市
だ
け
が
や
る
こ
と

は
不
可
能
。
県
か
ら
そ
う
い
う
声

が
出
れ
ば
、
米
子
市
と
し
て
も
そ

れ
に
対
応
し
て
や
っ
て
い
く
。

（
問
）
福
島
で
は
１
年
９
ヶ
月
経

つ
今
な
お
、
原
発
事
故
か
ら
の
避

難
者
は
県
内
外
で
１６
万
人
と
言

わ
れ
て
い
る
。
福
島
の
実
態
に
踏

ま
え
れ
ば
、
長
期
避
難
に
伴
う
住

宅
対
策
、
生
活
支
援
な
ど
も
避
難

計
画
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
答
弁
）
福
島
の
実
態
を
踏
ま
え

れ
ば
、
長
期
的
な
生
活
支
援
計
画

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
で
は
、

不
断
の
見
直
し
を
行
い
継
続
的
な

改
訂
を
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ

か
ら
の
相
談
を
き
っ
か
け
に
、
平

成
２２
年
度
に
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
県
立
公
共
施
設
で

の
掲
示
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
も

必
要
な
広
報
に
取
り
組
み
た
い
。

（
教
育
長
）
１
月
１８
日
に
養
護
教

員
の
研
修
を
行
う
の
で
、
そ
こ
で

早
速
に
取
り
上
げ
た
い
。

（
問
）
中
学
校
給
食
食
器
選
定
の

検
討
状
況
は
？

（
教
育
長
）
学
校
給
食
運
営
委
員

会
で
検
討
し
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー

ト
）
食
器
が
適
当
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
。
こ
の
意
見
も
参
考
に
教

育
委
員
会
で
決
定
す
る
。

（
要
望
）
徳
島
市
は
、
ア
ル
マ
イ

ト
食
器
か
ら
の
切
り
替
え
に
あ

た
っ
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ
樹
脂
製
も
検
討

し
て
い
た
が
、
安
全
性
な
ど
の
面

か
ら
強
化
磁
器
を
選
択
。「
当
時
、

合
成
樹
脂
の
環
境
ホ
ル
モ
ン
問

題
が
あ
っ
た
。
同
じ
合
成
樹
脂
な

の
で
、
い
ず
れ
出
な
い
と
は
言
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
安
全
性
を

考
え
て
強
化
磁
器
を
選
択
し
た
」

と
の
こ
と
。
食
品
安
全
委
員
会
の

資
料
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
か

ら
は
微
量
で
あ
っ
て
も
化
学
物

質
が
溶
出
す
る
。
化
学
物
質
は
可

能
な
限
り
避
け
る
と
い
う
観
点

で
、
強
化
磁
器
食
器
を
採
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

件
と
も
本
市
の
方
で
あ
っ
た
。
化

学
物
質
過
敏
は
、
発
症
す
る
症
状

だ
け
で
は
判
断
が
難
し
く
、
他
の

病
名
で
の
診
断
を
受
け
治
療
を

続
け
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
病

気
だ
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
近

隣
に
専
門
外
来
も
な
く
、
患
者
の

実
態
把
握
は
困
難
な
状
況
。

（
教
育
長
）
現
在
、
２
名
の
児
童

生
徒
が
化
学
物
質
過
敏
症
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
対
応
し

て
い
る

（
問
）
患
者
さ
ん
た
ち
は
「
ま
ず

病
気
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て

ほ
し
い
、
そ
し
て
、
周
り
の
方
が

具
合
の
悪
く
な
ら
な
い
も
の
を

使
う
よ
う
に
配
慮
し
て
く
れ
た

ら
生
き
や
す
く
な
れ
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
病
気
に
対
す
る
認
識

と
、
化
学
物
質
、
電
磁
波
を
で
き

る
だ
け
避
け
る
こ
と
の
啓
発
が

ま
ず
必
要
と
考
え
る
。

（
部
長
）
鳥
取
県
で
は
患
者
さ
ん

多
く
あ
り
、
子
ど
も
も
含
め
て
住

ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
内
部
被
曝
も

深
刻
で
あ
り
、
将
来
ど
の
よ
う
な

健
康
被
害
が
出
る
か
心
配
さ
れ

て
い
る
。
３０
㎞
以
遠
の
被
曝
量

予
測
を
住
民
に
情
報
公
開
し
た

上
で
防
災
計
画
、
避
難
計
画
を
作

る
こ
と
が
必
要
。
３０
㎞
以
遠
の

放
射
能
拡
散
予
測
は
し
な
い
の

か
。

（
答
弁
）
現
時
点
で
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
ラ

イ
ン
内
米
子
市
民
３
万
８
千
人

の
避
難
計
画
を
策
定
す
る
予
定

に
し
て
い
る
。
万
が
一
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

外
の
避
難
の
必
要
が
及
ん
だ
時

に
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
避
難
計
画

を
実
態
に
合
わ
せ
て
運
用
し
た

い
。
３０
㎞
以
遠
の
拡
散
予
測
は

す
る
と
か
し
な
い
と
か
で
な
く
、

国
の
拡
散
予
測
結
果
で
し
か
推

し
量
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
県

と
連
携
し
、
国
が
行
う
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ
い
て
対

策
を
行
っ
て
い
く
。

（
問
）
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
環

境
総
合
研
究
所
」
が
３０
㎞
以
遠

も
含
め
た
拡
散
予
測
シ
ス
テ
ム

を
開
発
。
北
海
道
ニ
セ
コ
町
は
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
防
災

計
画
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
。
鳥

取
県
と
も
協
議
し
、
検
討
を
。

（
答
弁
）
拡
散
予
測
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
色
々
有
り
、
ど
れ
が
い

と
い
う
案
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

根
拠
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子

力
機
関
）
が
避
難
や
屋
内
退
避
を

始
め
る
レ
ベ
ル
と
し
て
い
る
１

千
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

と
い
う
値
。
平
常
時
の
約
２
万
倍

で
あ
り
、
１
時
間
で
平
常
時
の
一

般
人
の
年
間
被
曝
限
度
量
に
達

す
る
。
こ
の
よ
う
に
高
い
値
が
計

測
さ
れ
て
か
ら
避
難
が
開
始
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
い
被
曝
は

避
け
ら
れ
な
い
。

（
答
弁
）
今
後
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
検
討
で
避
難
の
線
量
基

準
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
提
案
な
ど
が
妥

当
な
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に

な
る
と
思
う
の
で
、
検
討
状
況
を

注
意
し
た
い
。

（
問
）
今
で
も
、
80
㎞
離
れ
た

福
島
市
や
郡
山
市
な
ど
で
は
５

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
の
放
射
線

管
理
区
域
以
上
の
汚
染
場
所
が

（
問
）
福
島
で
は
飯
舘
村
が
約

50
㎞
圏
ま
で
避
難
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
避
難
区
域
が
30

㎞
圏
で
は
不
十
分
。
滋
賀
県
は
独

自
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
国
が
原
発
事
故
に
備
え

て
避
難
体
制
の
整
備
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
な
ど
の
防
護
対
策

を
義
務
づ
け
る
＝
緊
急
時
防
護

措
置
区
域
の
略
称
）
を
４２
㎞
ま

で
拡
大
し
た
。

（
答
弁
）
１０
月
３１
日
に
原
子
力

規
制
委
員
会
が
決
定
し
た
原
子

力
災
害
対
策
指
針
で
、
正
式
に
Ｕ

Ｐ
Ｚ
が
概
ね
３０
㎞
に
定
め
ら
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
避
難
区
域
は

同
心
円
で
３０
㎞
に
含
ま
れ
る
自

治
会
単
位
の
ラ
イ
ン
に
し
た
。

（
問
）
国
は
、
７
日
間
で
100
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
と
ん
で
も
な

い
高
線
量
で
住
民
が
避
難
す
る

（
問
）
病
気
に
対
す
る
認
識
は
？

（
市
長
）
一
度
に
多
量
の
化
学
物

質
を
浴
び
た
り
、
少
量
で
も
長
期

に
わ
た
っ
て
浴
び
続
け
る
こ
と

で
拒
否
反
応
と
し
て
一
気
に
発

症
。
一
度
過
敏
状
態
に
な
る
と
、

そ
の
後
は
ご
く
微
量
の
化
学
物

質
に
も
強
い
拒
否
反
応
を
繰
り

返
し
、
重
症
に
な
る
と
日
用
品
の

ほ
と
ん
ど
が
使
え
ず
、
家
族
に
も

近
づ
け
な
く
な
り
、
電
磁
波
に
も

反
応
す
る
よ
う
に
な
る
と
家
電

製
品
も
使
え
な
く
な
る
等
の
大

変
厳
し
い
症
状
。
ま
た
、
頭
痛
・

め
ま
い
・
吐
き
気
等
々
症
状
の
現

れ
方
が
客
観
的
症
状
に
乏
し
く

周
り
の
人
に
理
解
さ
れ
に
く
い

面
が
あ
る
こ
と
で
患
者
の
精
神

的
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

（
問
）
米
子
市
に
お
け
る
患
者
の

実
態
把
握
は
？

（
部
長
）
鳥
取
県
が
化
学
物
質
過

敏
症
と
し
て
相
談
を
受
け
た
３
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避
難
計
画
が
出
来
上
が
っ
た
後

に
見
直
す
。

（
問
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
シ
ョ

ー
ラ
ム
原
発
は
、
避
難
計
画
を
州

知
事
が
承
認
し
な
か
っ
た
た
め
、

運
転
開
始
で
き
ず
に
８９
年
に
廃

炉
と
な
っ
た
。
日
本
で
も
住
民
の

全
員
避
難
が
保
障
で
き
な
い
原

発
は
廃
炉
に
す
べ
き
。
防
災
計

画
、
避
難
計
画
は
そ
れ
く
ら
い
重

要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
答
弁
）
再
稼
働
は
規
制
庁
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。
避
難
計
画
は

県
、
境
港
市
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の
避
難

計
画
を
作
り
、
策
定
後
は
実
効
性

を
向
上
す
べ
く
不
断
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。

広
島
県
三
次
市
で
生
産
さ
れ
た
生
シ
イ
タ
ケ
や
島
根
県
産
の
牛

肉
か
ら
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
福
島
原
発
事
故
に
伴
う
食

品
の
放
射
能
汚
染
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
米
子
市
で
は
、
消

費
者
庁
よ
り
機
器
の
貸
与
を
受
け
て
食
品
の
放
射
性
物
質
の
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

私
は
、
検
査
開
始
初
日
の
12
月
3
日
に
、
宮
城
県
女
川
町
か
ら

送
っ
て
も
ら
っ
た
サ
ン
マ
を
検
査
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

セ
シ
ウ
ム
134
不
検
出
（
検
出
限
界
値
8.23
ベ
ク
レ
ル
／
ｋｇ
）
、
セ
シ

ウ
ム
137
不
検
出
（
検
出
限
界
値
9.55
ベ
ク
レ
ル
／
ｋｇ
）
で
し
た
。
ま

た
、
念
の
為
に
南
部
町
で
収
穫
さ
れ
た
玄
米
も
年
末
に
測
定
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
セ
シ
ウ
ム
134
不
検
出
（
検
出
限
界
値
9.89
ベ

ク
レ
ル
／
ｋｇ
）
、
セ
シ
ウ
ム
137
不
検
出
（
検
出
限
界
値
8.51
ベ
ク
レ

ル
／
ｋｇ
）
で
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
影
響
で
、
北
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
る

ワ
イ
ン
な
ど
か
ら
今
で
も
時
々
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
シ
ウ
ム
137
の
半
減
期
は
30
年
な
の
で
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る

食
品
の
放
射
能
汚
染
は
今
後
長
期
に
及
び
ま
す
。
で
き
る
だ
け
放
射

能
を
避
け
る
た
め
に
、
米
子
市
の
無
料
検
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
対
象
者
）
米
子
市
民

（
対
象
品
目
）
自
家
消
費
食
品
。
検
査
に
必
要
な
量
は
１
リ
ッ
ト
ル

の
専
用
容
器
に
細
か
く
し
て
詰
め
込
む
量
。
約
１
ｋｇ

（
検
査
費
用
）
無
料

（
予
約
方
法
）
米
子
市
環
境
政
策
課
（
旧
庁
舎
１
階
）
の
窓
口
に
検

査
依
頼
書
を
提
出
。
一
人
に
つ
き
、
１
回
１
検
体
。
時
間
は
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
。

電
話

２
３
‐
５
２
５
７

（
試
料
持
込
場
所
）
米
子
市
内
浜
下

水
処
理
場
１
階
・
環
境
検
査
室
（
米

子
市
安
倍
300
番
地
）

（
結
果
の
通
知
）
依
頼
者
に
書
面
で
。

食
品
の
放
射
能
検
査(

無
料)

開
始

１２
月
議
会

各
個
質
問

島
根
原
発
住
民
避
難
計
画
・
防
災
計
画

避
難
区
域
30

ｋｍ
は
不
十
分

と
ん
で
も
な
い
避
難
基
準

３０

㎞
以
遠
の
放
射
線
量

予
測
は
？

長
期
避
難
計
画
が
必
要

完
全
な
避
難
計
画
な
し
に
再

稼
働
は
あ
り
得
な
い

化
学
物
質
過
敏
症
対
策
の
取
り
組
み
を
求
め
る

１０
月
１２
日
、
重
度
の
化
学
物
質
過
敏
症
患
者
さ
ん
を
取
り
上
げ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
い
の
ち
の
林
檎
」
上
映
会
を
行
い
、
６
百
名
近

く
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
上
映
実
行
委
員
会
に
は
重
度
の
患
者
さ

ん
も
参
加
さ
れ
、
周
り
が
病
気
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
環
境
を
少
し

で
も
改
善
し
、
生
活
で
き
な
い
患
者
さ
ん
た
ち
の
苦
悩
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
を
求

め
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員報酬会計報告 (2012年10～12月）

前月からの繰越 112,460

報酬（44万円×3ヶ月） 1,320,000

期末手当 924,000

所得税還付 110,308

合 計 2,466,768

所得税 187,200

国保料 166,500

かわらばん送料 93,830

かわらばん紙、インク等 74,373

資料代 6,600

活動費(事務所維持費等) 197,448

中川生活費(25万×3ヶ月＋一時金50万円） 1,250,000

次月繰越金 490,817

合 計 2,466,768

（収 入）

（支 出）

れ

て

い

る

の
で
、
現
時

点

で

は

Ｕ

Ｐ

Ｚ

内

の

住

民

を

い

か

に

効

率

よ

く

避

難

さ

せ

る

か

に

力

を

注

ぎ
、
そ
の
基

本
と
な
る
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原
発
の
な
い
、
平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
将

来
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
選
挙
結
果
に
萎
え
る
こ

と
な
く
、
ま
す
ま
す
闘
志
を

燃
や
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。
政
治
を
変
え
る
の
は
私

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
だ

け
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
１２

月
１６

日
投
票
の

総
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝

し
、
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発

足
し
ま
し
た
。
国
防
軍
、
集

団
的
自
衛
権
、
憲
法
９
条
改

定
な
ど
を
唱
え
る
安
倍
首
相

が
、
日
本
を
危
険
な
方
向
に

持
っ
て
い
く
こ
と
を
何
と
し

て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
安
倍
内
閣
は
、
「
２

０
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
ゼ

ロ
を
目
指
す
」
と
決
め
た
革

新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦

略
を
見
直
す
と
表
明
し
て
い

ま
す
。
悲
惨
な
福
島
原
発
事

故
を
経
験
し
、
多
く
の
国
民

が
脱
原
発
を
支
持
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
を

さ
ら
に
続
け
よ
う
と
す
る
の

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

2013 年 1 月
（第８7 号）

ご意見をお寄せ下さい

（連絡先）

米子市政研究会
米子市内町 53

TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

毎
週
金
曜
日
は
脱
原
発
デ
モ

東
京
の
官
邸
包
囲
デ
モ
に
呼
応
し
て

全
国
１００
ヶ
所
以
上
で
デ
モ
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
米
子
で
も
７
月
か
ら
続
け
ら
れ

て
お
り
、
毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
か
ら
、

文
化
ホ
ー
ル
前
か
ら
中
国
電
力
米
子
営
業

所
前
ま
で
歩
き
ま
す
。
思
い
思
い
の
プ
ラ

カ
ー
ド
、
鳴
り
物
、
か
ぶ
り
物
な
ど
で
毎

回
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
お
試
し
参

加
、
途
中
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

る
。
ド
イ
ツ
に
で
き
て
何
故
日
本
に

で
き
な
い
の
か
。
ド
イ
ツ
で
は
、

２
０
２
２
年
ま
で
に
原
発
を
ゼ
ロ

に
す
る
方
針
を
確
定
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
を
２
０

５
０
年
に
８０
％
に
設
定
し
、
推
進

し
て
い
る
。
要
は
、
政
策
選
択
の

問
題
で
あ
る
。

こ
の
夏
、
大
飯
原
発
が
な
く
て

も
大
丈
夫
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
省
エ
ネ
と
節
電
を

進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
て
い
け
ば
、
原
発
を
再
稼

働
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
シ
ナ

リ
オ
は
民
間
研
究
機
関
な
ど
が
発

表
し
て
い
る
。
福
島
原
発
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
日
本
と
し

て
、
国
を
挙
げ
て
脱
原
発
を
実
現

す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
動

員
す
べ
き
で
あ
る
。

使
用
済
み
燃
料
の
処
理
も
全
く

展
望
が
な
い
。
六
ヶ
所
村
再
処
理

工
場
の
貯
蔵
プ
ー
ル
は
９０
％
以
上

が
使
用
済
み
燃
料
で
埋
ま
り
、
各

原
発
も
７０

％
近
く
埋
ま
っ
て
い

る
。
原
発
の
即
時
停
止
は
無
責
任

だ
と
い
う
が
、
廃
棄
物
を
処
理
で

き
な
い
ま
ま
運
転
を
続
け
る
こ
と

の
方
が
全
く
無
責
任
だ
。

陳
情
２
件
は
採
択
が
当
然
で
あ

り
、
全
議
員
が
賢
明
な
判
断
を
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
、

「
市
は
危
険
な
状
態
の
改
善
に
つ

い
て
指
導
、
勧
告
、
命
令
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
、
「
命
令
に
係
る

措
置
を
と
ら
な
い
と
き
は
、
市
が

必
要
な
措
置
を
し
、
そ
の
費
用
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
市
に
権
限
が
な
か

っ
た
の
で
指
導
す
る
だ
け
で
し
た

が
、
今
後
は
強
制
執
行
が
で
き
る

の
で
、
危
険
家
屋
が
い
つ
ま
で
も

放
置
さ
れ
る
と
い
う
状
態
は
改
善

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

米
子
市
内
に
は
今
に
も
崩
れ
そ

う
な
危
険
家
屋
が
多
く
あ
り
、
市

民
の
安
全
面
、
衛
生
面
、
さ
ら
に

は
景
観
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
私
も
こ
れ
ま
で
議
会

で
何
度
か
取
り
上
げ
、
条
例
を
制

定
し
て
対
策
を
と
る
こ
と
を
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
や
っ
と
１２
月
議

会
に
「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
」
が
提
出
さ
れ
、
議
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

条
例
骨
子
は
、「
所
有
者
は
、

空
き
家
等
が
危
険
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
適
正
に
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
「
市
は
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。

2013 年 1 月 (4)

新

し

い

年

を

迎

え

て

国は、島根原発３号機は「新設ではない」として稼働させ

ることを明言しています。１、２号機は、現在、広島高裁松

江支部にて運転差し止め訴訟が続いていますが、３号機に関

しては訴訟はなされていません。このまま進んでいけば３号

機は稼働してしまいます。たとえ、４０年運転が目の前に迫

る１号機が廃炉になったとしても、３号機が稼働すれば、あ

と４０年間も私たちの目の前で動き続けることになります。

このような危険なものを、これ以上、未来に残していくこと

はできません。

そこで、３号機の運転を止めるための裁判を開始すること

にしました。参加費１万円、年会費３千円でどなたでも原告

になれます。多くの弁護士が協力してくださいます。ぜひ原

告になってください。

申し込み・問い合わせは中川健作まで（０９０‐１３５９‐３０４９）。

島根原発 3 号機訴訟の原告募集中！

「
市
議
会
か
わ
ら
ば
ん
」

は
、
中
川
健
作(

無
所
属
市
民

派)

の
議
会
報
告
で
す
。
年
４

回
、
定
例
市
議
会
（
３
、
６
、

９
、
１２
月
）
終
了
後
に
発
行

し
て
い
ま
す
。

毎
号
ご
希
望
の
方
に
は

無
料
で
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
ま

た
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意

見
、
市
政
へ
の
提
言
等
お
寄

せ
下
さ
い
。
出
前
市
政
報
告

会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
少
人

数
で
も
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

危
険
家
屋
対
策
、
や
っ
と
進
展

陳
情
第
70
号
・
71
号

採
択
を
求
め
る
討
論(

要
旨)

福
島
で
は
、
今
な
お
多
く
の
方

が
放
射
能
か
ら
避
難
し
て
仮
設
住

宅
な
ど
で
寒
い
２
度
目
の
冬
を
迎

え
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
を
す
る

こ
と
も
で
き
ず
に
、
内
部
被
曝
の

恐
怖
の
中
で
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
も
、
そ
れ
以
上
に
い

る
。原

発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
特
別

委
員
会
の
審
査
で
、
原
発
を
止
め

れ
ば
経
済
に
悪
影
響
が
出
る
、
企

業
の
国
外
流
出
が
進
む
、
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
が
、
い
の
ち
や
安

全
な
暮
ら
し
よ
り
お
金
の
方
が
大

事
な
の
か
。
ま
た
、
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
不
透
明
で
あ
り
現
実

的
で
な
い
、
な
ど
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
実
践
し
て
い

会 派 氏 名 ① ② ③ 会 派 氏 名 ① ② ③ 会 派 氏 名 ① ② ③

蒼 生会 岩崎 康朗 × × × 公明党 安田 篤 × × × 一院クラブ 遠藤 通 × × ×

〃 尾沢 三夫 × × × よなご会議 国頭 靖 × ○ ○ 市民派 中川 健作 ○ ○ ○

〃 野坂 道明 × × × 〃 小林 重喜 × ○ ○ 信 藤尾 信之 × ○ ×

〃 松田 正 × × × 〃 矢倉 強 × ○ ○ 仁 中田 利幸 × × ×

〃 湯浅 敏雄 × × × 〃 伊藤ひろえ × ○ ○ ムスカリ 門脇 邦子 × ○ ○

〃 渡辺 穣爾 × × × 〃 稲田 清 × ○ ○ コモンズ 杉谷第士郎 × × ×

〃 渡辺 照夫 × × × 〃 西川 章三 × ○ ○ 虹 山川 智帆 × ○ ×

公明党 笠谷 悦子 × × × 共産 党 岡村 英治 ○ ○ ○ 新政会 松井 義夫

〃 原 紀子 × × × 〃 松本 松子 ○ ○ ○

〃 安木 達哉 × × × 〃 石橋 佳枝 ○ ○ ○

議 長

賛否が分かれた主な議案･陳情に対する全議員の賛否一覧(12月議会)

②陳情第70号・原子力から再生可能な自然エネルギーへのエネルギー源の転換を求める陳情書(13：14で不採択

③陳情第71号・島根原発１号機・２号機の再稼働反対と3号機の建設凍結を求める陳情書（11：16で不採択）

①陳情第68号・年金2.5％削減中止を求める意見書の陳情（4：23で不採択）


